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1.はじめに

現在一般的に使われている野球用グラブの形状

は，考案から半世紀以上たった現在も，構造上

大きな変化がない.しかし，必要な強度を維持

できる年数や使用においてのフィットなど課題

が多く存在しており，グラブの性能を評価する

研究は未だ少ない.

そこで本研究では， 構造上の問題点に対して，

「芯の構造の改良Jと 「バン ド部の構造の改良」

という点で新しい構造を提案し，従来型のグラ

ブの評価を行うとともに，新構造を持った次世

代のグラブの開発 ・評価を行うことを目的とす

る.

2.提案する新構造について

2.1 芯の構造の改良

従来品はフェノレ トで構成された芯材が手のひ

ら側に配置されているため，グラブを閉じる際

「押し出す」動きが必要であった.樹脂製の芯

材を指背面側に配置することで， r指先の強度j

f開閉のしやすさJさらに「捕球の感触j の向

上を目指した.

2.2 バンド部の構造の改良

従来型は手との固定のためにバンドが用いら

れていた.そのためグラブを閉じる際，手の甲

にバンド部が接触し閉じるうごきを制限してし

まう 問題があった.そこで手の固定にヒモを用

いることで，開閉の動きを妨げず，さらにズレ

にくい固定方式を考案した.

3.方法

3.1 実験用サンプル

「従来型J r芯改良型(芯の構造の改良)J 

fバンド部改良型(バンド部の構造の改良)J 

f全機能改良型Jの 4つのサンプノレを用意した.

条件の統制のためサイズ 素材は同ーのものを

作成した.

3.2 実験方法

「硬さの調査J， r動作解析J r使用感のアン

ケート調査Jの三つを用いて行った r硬さの

調査J :図 1は実験の様子を示している.パネ

ばかりを用いて開閉に必要な力の計測を行った.

「動作解析J :ピッチング‘マシーンから放たれ

たボーノレを捕球し，その動作を VICON社製動作

解析システムを用いて解析を行った.

「使用感のアンケート調査J :捕球実験時とキ

ャッチボーノレを行った際の二つの状況における

使用感を自由回答で調査した.

3.3 被験者

捕球動作の撮影分析では，本学硬式野球部員

3名を被験者とした.実使用時の使用感のアン

ケートでは，別の硬式野球部員 4名を被験者と

した.

4.結果

4.1 グラブの硬さについて

バンド部を外した形状のものが開閉の動きに

対して必要な力が小さい傾向が見られた.

4.2 閉じ動作の最高速度について

図 2は被験者Aの閉じ動作最高速度の結果を

示したものである.芯改良型が全機能改良型を

除き有意に速度が速かった.他の被験者ではそ

の他の改良型の速度増加が見られており ，いず

れの改良型に有意な速度の増加が見られた.

4.3 開閉時間について

全ての被験者において，開閉時間に有意差は

見られなかった.

4.4 手とグラブのズレについて

指側のズレが大きく，従来型のズレが最も小

さかった.それに対し，バン ド部改良型が大き

く動いていた.

4.5 捕球実験時の感想について

表 1は捕球実験時の感想、を点数化したもので

ある.いずれの被験者も改良型に対して捕球感

やフィット感の向上を認めており，全機能改良

型が高い評価を得ていた.

4.6 キャッチボーノレ時の感想、について

表 2はキャッチボーノレ時の感想、調査の結果で、

ある.従来型の評価が高く，改良型に対しての

違和感が大きかった.

5.考察
硬さの調査からバンド部の改良が開閉を容易

にすることが明らかとなった.さらにいずれの
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改良が閉じ動作の最高速度を向上させることも

明らかとなった.これらの結果に対して，プロ

野球選手の使用するミ ットにおいて背面部に切

れ込を入れたモデ、/レを使用することで、つかむ動

きを行いやすくしているという事例が見られた.

このように背面部を解放した構造は，開閉の動

きを行いやすくすることが考えられる.

捕球実験時の感想調査からも芯部 ・バンド部

の改良が捕球感やフィッ ト感の向上を行うこと

が明らかとなった.実際，プロ野球選手の中に

も捕球面の感触を良いものを選んでいる場合が

多く，また野球用具メーカ一久保田スラッガー

において，小指のフィットのために留め具を下

に下げてよりフィ ット感を向上させる加工も行

われている.このように，芯部の改良が捕球感

を向上させ，バンド部の改良が手に当たる部分

を作り出すことでフィ ット感を向上させている

ことが考えられる.

しかし，キャッチボール時の感想、からはいず

れの改良に対しても違和感が目立っており，全

ての新構造について個人の手の形状の違いやバ

ンド部のサイズ調整の問題などが多く指摘され

ていた.芯部 ・バン ド部の改良は動作において

の性能向上が見られるが，個人の手の差に対し

ての調整が容易に行えることが今後の課題と言

える.

6.まとめ

芯部 ・バンド部の改良は開閉に必要な力を軽

減させ，閉じ動作最高速度も向上させることが

明らかとなった.さらに使用感においても，捕

球感，フィッ ト感などを向上させることが明ら

かとなった. しかし実際の使用においては細か

な部分の改良が必要であり，細かな修正が求め

られる.
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図 1:硬さの調査の機子
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